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宇宙からの分光リモートセンシング
−4次元サイバーシティに加えうる新たな次元−

千葉大学環境リモートセンシング研究センター
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地球観測衛星搭載センサの種類

イメージャ = 高空間分解能センサ

サウンダ・分光センサ = 中空間分解能センサ

 光学センサ … Landsat-8/OLI・TIRS、Sentinel-2/MSIなど

 SAR … ALOS-2/PALSAR-2、Sentinel-1など

 光学センサ … GCOM-C1/SGLI、GOSAT/TANSO-FTSなど

 マイクロ波センサ … GCOM-W/AMSR2、MetOp/AMSUなど

 レーダ、ライダ … GPM/DPR、CALIPSO/CALIOPなど

 光学センサ … HIMAWARI-8/AHI、KOMPSAT-2B/GEMSなど

低軌道（LEO）

静止軌道（GEO）

→ 多バンド化による高”スペクトル”分解能を目指した技術展開へ

→ “イメージング”分光計を目指した技術展開へ
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バンドセンサとスペクトルセンサ
「自然環境解析のためのリモートセンシング・GISハンドブック」図I-2-2

大気環境衛星検討委員会パンフレット
「静止大気環境衛星の実現を目指して」 図2-2、図2-3

各大気分子による吸収線
の構造は、高波長（スペク
トル）分解能センサでない
と解像できない

大気汚染物質（ガス）や
温室効果ガスの監視に
はスペクトル情報が必要

CO2の吸収の他にも
H2O、O3の吸収もあり
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LEO+UV/VIS分光観測による大気汚染物質等の監視

[大原、2007]

SLCPs: Short-lived climate pollutants
短寿命気候汚染物質（O3など）地上観測

モデル（＋観測）

O3

[Irie et al., 2016]

衛星を活用することで、
広域かつ長期間、大気
汚染物質とSLCPsの
監視が可能

人々にとって有益な
情報の提供が可能

衛星観測NO2

GOME
320 x 40 km

SCIAMACHY
30 x 60 km

OMI
13 x 24 km

衛星観測NO2

[Yamaji et al., 2006]
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LEO+IR分光観測による温室効果ガスの監視

2010年4月

2017年4月

[国立環境研究所GOSATプロジェクトwebページ: http://www.gosat.nies.go.jp]

GOSAT/TANSO-FTSによるCO2観測

パリ協定等の国際貢献の他に、
地球環境問題を広く国民に周知、
環境問題への意識を高めるため
に利用できないか？
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超低軌道搭載分光計による大気汚染物質の高空間分解能観測の可能性

東経139.95°断面

←自動車工場

←主要航路

←製鉄所
←金属加工所

←幹線道路

←ガス工場

7km四方
1km四方

7 km×7km分解能では見逃すNOx排出源
を1 km×1km分解能では検出可能

NOx排出量 [Kannari et 
al., EAGrid2000, JCAP]  

超低軌道（300−400 km）による
観測を想定 = 1 km×1 km

市町村レベルに情報提供可
解析・作図：JAMSTEC金谷有剛氏

既存LEO衛星（~700 km）の
典型的な空間分解能 = 7 km×7 km
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静止軌道衛星の活用、化学天気予報

[気象衛星センターwebページ: http://www.data.jma.go.jp/mscweb/ja/index.html]

[J. Kim, 4th TEMPO STM@Washington D.C., 2016]

静止衛星による大気汚染気体の
高頻度観測は近い将来、新たな
「化学天気予報」に活用されると
期待される

KOMPSAT-2B/GEMS（2019年打ち上げ予定*）HIMAWARI-8,9/AHI
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衛星データの活用、情報提供のあり方

衛星の「スペクトル」情報を活用した、大気質監視の重要性
→「スペクトル」も「次元」の一つ、大気汚染気体や温室効果
ガスの計測には「スペクトル」情報が必要

衛星の広域（→3次元）・長期間（→4次元）・スペクトル（→5次元）
観測を活かした、「〇〇監視情報」の提供

衛星データ＋モデルの組み合わせによる「〇〇予報」の提供

衛星データをどのようにして「一般の人が活用できる情報」として
提供するかの議論が必要
→例えば、「大気汚染気体の濃度」ではなく「喉が痛くなるレベル」、
「NDVI」や「タンパク含有量」ではなく「稲の刈り取り時期」や
「生育状況・病虫害のレベル」や「おいしさ」

→様々な研究分野・業界の共同が必要

 「すぐに役に立つ」ではなく「長い目で見て役に立つ」、例えば、
環境問題への意識 を高めるコンテンツの提供などを検討


